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(57)【要約】
【課題】折板屋根被覆構造を折板屋根の広い範囲で支持
し、折板屋根被覆構造自体の損傷及び破損を抑制する固
定具、バックアップ材、折板屋根被覆構造、及び折板屋
根被覆構造の設置方法を提供する。
【解決手段】本発明に係る固定具は、折板をハゼ締めし
て連結された折板屋根の上面に形成されたハゼ部に設置
される固定具であって、ハゼ部の上方を覆う様に配置さ
れる板状の上板部と、上板部の一方の端部から下方に延
設された第１の脚部と、上板部の他方の端部から下方に
延設された第２の脚部と、を備える。第１の脚部は、下
端で第２の脚部側へ屈曲し折板屋根の上面と当接する当
接部が形成される。第２の脚部は、第１の脚部に向かっ
て貫通する雌ネジが形成されたネジ穴を備える。第２の
脚部と当接部の先端との距離は、ハゼ部の幅よりも大き
い。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折板をハゼ締めして連結された折板屋根の上面に形成されたハゼ部に設置される固定具
であって、
　前記ハゼ部の上方を覆う様に配置される板状の上板部と、
　前記上板部の一方の端部から下方に延設された第１の脚部と、
　前記上板部の他方の端部から下方に延設された第２の脚部と、を備え、
　前記第１の脚部は、
　下端で前記第２の脚部側へ屈曲し前記折板屋根の前記上面と当接する当接部が形成され
、
　前記第２の脚部は、
　前記第１の脚部に向かって貫通する雌ネジが形成されたネジ穴を備え、
　前記第２の脚部と前記当接部の先端との距離は、
　前記ハゼ部の幅よりも大きい、固定具。
【請求項２】
　前記当接部の先端は、
　前記上板部の方向に所定の幅を持つ係合部を備える、請求項１に記載の固定具。
【請求項３】
　前記第２の脚部の前記ネジ穴は、
　前記第１の脚部側から外側に向かうに従い、前記上板部側に傾斜している、請求項１又
は２に記載の固定具。
【請求項４】
　前記第２の脚部は、
　前記上板部から下端に向かうに従い、外側に傾斜している、請求項１～３の何れか１項
に記載の固定具。
【請求項５】
　折板をハゼ締めして連結し前記折板の断面において凸部が複数並ぶように形成される折
板屋根を覆う、折板屋根被覆構造であって、
　隣合う２つの前記凸部の間に配置されるバックアップ材と、
　前記バックアップ材の上に配置される板状部材と、
前記折板屋根の前記凸部の上面に形成されるハゼ部に設置される固定具と、を備え、
　前記バックアップ材は、
　前記折板屋根に沿った方向であり前記凸部の延設方向に直交する幅方向の外周端部に切
り欠き部を備え、
　前記固定具は、
　前記折板屋根の法線方向から見て前記バックアップ材の切り欠き部に囲まれて配置され
る、折板屋根被覆構造。
【請求項６】
　折板をハゼ締めして連結し前記折板の断面において凸部が複数並ぶように形成される折
板屋根を覆う、折板屋根被覆構造であって、
　隣合う２つの前記凸部の間に配置されるバックアップ材と、
　前記バックアップ材の上に配置される板状部材と、
前記折板屋根の前記凸部の上面に形成されるハゼ部に設置される固定具と、を備え、
前記バックアップ材は、
幅方向において、当該バックアップ材の端部から前記幅方向に突出し、前記ハゼ部を上方
から覆う上側凸部を備える、折板屋根被覆構造。
【請求項７】
　前記バックアップ材は、
　前記幅方向における端面が前記ハゼ部の外形に沿った形状を有し、前記ハゼ部の上方に
周り込んでいる、請求項５に記載の折板屋根被覆構造。
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【請求項８】
　前記バックアップ材は、
　前記幅方向において、当該バックアップ材の端部が
　前記ハゼ部の下部に嵌る嵌合部を備え、
前記嵌合部の先端は、
　前記折板屋根側の角部の断面形状が弧状に形成される、請求項５～７の何れか１項に記
載の折板屋根被覆構造。
【請求項９】
　前記バックアップ材は、
　前記折板屋根の前記凸部の延設方向に沿って複数配置され、
　前記切り欠き部は、
　前記凸部の延設方向の前記バックアップ材の端部に配置される、請求項５に記載の折板
屋根被覆構造。
【請求項１０】
　前記バックアップ材の前記切り欠き部に嵌り、前記固定具の上方を覆うカバー部材を更
に備える、請求項５又は９に記載の折板屋根被覆構造。
【請求項１１】
　前記板状部材は、
　当該板状部材を貫通するビスにより前記折板屋根に固定され、
　前記ビスは、
　前記固定具に螺合する、請求項５～１０の何れか１項に記載の折板屋根被覆構造。
【請求項１２】
　前記バックアップ材の上面は、
　前記固定具よりも上方に位置する、請求項５～１１の何れか１項に記載の折板屋根被覆
構造。
【請求項１３】
　前記固定具は、
　前記ハゼ部の上方を覆う様に配置される板状の上板部と、
　前記上板部の一方の端部から下方に延設された第１の脚部と、
　前記上板部の他方の端部から下方に延設された第２の脚部と、を備え、
　前記第１の脚部は、
　下端で前記第２の脚部側へ屈曲し前記折板屋根の上面と当接する当接部が形成され、
　前記第２の脚部は、
　前記第１の脚部に向かって貫通する雌ネジが形成されたネジ穴を備え、
　前記第１の脚部の先端と前記当接部の先端との距離は、
　前記ハゼ部の幅よりも大きく、
　前記ネジ穴は、
　ボルトが螺合し、
　前記ボルトの先端は、
　前記ハゼ部と前記凸部とを繋ぐ首下部に当接する、請求項５～１２の何れか１項に記載
の折板屋根被覆構造。
【請求項１４】
　前記当接部の先端は、
　前記ハゼ部と前記凸部の上面との間に位置し、前記首下部に当接する、請求項１３に記
載の折板屋根被覆構造。
【請求項１５】
　前記ボルトは、
　前記固定具に対し斜め上方から前記固定具に挿通される、請求項１３又は１４に記載の
折板屋根被覆構造。
【請求項１６】
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　折板屋根の隣合う凸部の間にバックアップ材を配置し、前記バックアップ材の端部に形
成された嵌合部を前記折板屋根の上面に形成されたハゼ部の下方に嵌合させる、バックア
ップ材配置工程と、
　前記バックアップ材の上面に板状部材を載置する板状部材配置工程と、
　ビスを板状部材に貫通させて前記折板屋根に固定するビス締結工程と、を備える、折板
屋根被覆構造の設置方法。
【請求項１７】
　前記ハゼ部に沿った前記バックアップ材の端部に形成された切り欠き部に相当する位置
に固定具を配置し、前記固定具を前記ハゼ部に固定する、固定具取付工程を更に備える、
請求項１６に記載の折板屋根被覆構造の設置方法。
【請求項１８】
　前記ビス締結工程が完了した後に前記ビスの頭部及び前記板状部材の重ね合わせ部を被
覆シートで覆い、前記被覆シートを前記板状部材に貼り付け固定する、請求項１６又は１
７に記載の折板屋根被覆構造の設置方法。
【請求項１９】
　折板をハゼ締めして連結し前記折板の断面において凸部が複数並ぶように形成される折
板屋根の、隣合う前記凸部の間に配置され、上面に板状部材が載置されるバックアップ材
であって、
　前記折板屋根に沿った方向であり前記凸部の延設方向に直交する幅方向の外周端部に切
り欠き部を備える、バックアップ材。
【請求項２０】
　折板をハゼ締めして連結し前記折板の断面において凸部が複数並ぶように形成される折
板屋根の隣合う前記凸部の間に配置され、上面に板状部材が載置されるバックアップ材で
あって、
　前記折板屋根に沿った方向であり前記凸部の延設方向に直交する幅方向において、一方
の端面から前記幅方向に突出する上側凸部と、
　他方の端面から前記幅方向に突出する下側凸部と、を備え、
　前記上側凸部は、
　前記下側凸部よりも上方に位置する、バックアップ材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折板屋根被覆構造に関し、特に被覆構造を折板屋根に固定する固定具、バッ
クアップ材、その固定具を用いた折板屋根被覆構造、及び折板屋根被覆構造の設置方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　折板屋根は、その施工のし易さから工場等の建造物に適用されており、折板をハゼ締め
して連結して形成されている。折板屋根の上面は、保温性及び美観の観点から板状の断熱
材が敷設される。
【０００３】
　折板屋根被覆構造は、固定具を介して板状部材を折板屋根に固定して構成される。固定
具は、板状体から形成され、平板部の両端から脚が下方に伸び、一方の脚は鋭角に延びた
後、下向きに屈曲し、さらに横方向外側に屈曲し、他方の脚は、ほぼ直角に下方に伸び、
横方向内側に屈曲し、さらに上向きに屈曲している。そして、その両脚の垂直部にねじが
ねじ込まれている。固定具は、折板の連結部であるハゼ部に嵌め込まれ、ねじをハゼ部の
首下にねじ込んで抜け止めとしている。
【０００４】
　被覆構造の断熱材は、固定具の平板部の上に載置され、セルフドリルアンカーをねじ込
んで固定具に固定される（例えば、特許文献１を参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２０３６０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に開示された折板屋根被覆構造は、固定具の足部の先端部同士の間隔が折板
屋根のハゼ部の幅よりも小さいため、固定具をハゼ部に配置する際に弾性変形させながら
嵌め込まなければならない。そのため、固定具に大きな荷重を加えて嵌め込み作業を行う
必要があり、折板屋根のハゼ部にも大きな荷重を加える必要がある。その際に、ハゼ部の
損傷又は破損が発生するという課題があった。ハゼ部が損傷又は破損した場合、ハゼ部か
ら錆びによる腐蝕が発生したり、腐蝕が原因で折板屋根に穴が開き、建造物内部の雨漏り
の原因になる場合がある。
【０００７】
　また、固定具が折板屋根の上面に部分的に配置されている。そのため、固定具の上に載
置された断熱材は、部分的に下面を支持されているだけであるため、折板屋根の上面から
外れることは無いが、上からの荷重を断熱材の強度のみで支える部分があるため、例えば
、積雪量の多い地域においては断熱材が破損してしまうという課題があった。また、折板
屋根被覆構造の施工時には作業者が設置した折板屋根被覆構造上を移動するため、作業者
が踏んだ部分が損傷又は破損してしまうという課題があった。
【０００８】
　本発明は、以上のような課題を解決するものであって、折板屋根被覆構造を折板屋根の
広い範囲で支持し、折板屋根被覆構造自体の損傷及び破損を抑制する固定具、バックアッ
プ材、折板屋根被覆構造、及び折板屋根被覆構造の設置方法を提供することを目的とする
ものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る固定具は、折板をハゼ締めして連結された折板屋根の上面に形成されたハ
ゼ部に設置される固定具であって、前記ハゼ部の上方を覆う様に配置される板状の上板部
と、前記上板部の一方の端部から下方に延設された第１の脚部と、前記上板部の他方の端
部から下方に延設された第２の脚部と、を備え、前記第１の脚部は、下端で前記第２の脚
部側へ屈曲し前記折板屋根の前記上面と当接する当接部が形成され、前記第２の脚部は、
前記第１の脚部に向かって貫通する雌ネジが形成されたネジ穴を備え、前記第２の脚部と
前記当接部の先端との距離は、前記ハゼ部の幅よりも大きい。
【００１０】
　本発明に係る折板屋根被覆構造は、折板をハゼ締めして連結し前記折板の断面において
凸部が複数並ぶように形成される折板屋根を覆う、折板屋根被覆構造であって、隣合う２
つの前記凸部の間に配置されるバックアップ材と、前記バックアップ材の上に配置される
板状部材と、前記折板屋根の前記凸部の上面に形成されるハゼ部に設置される固定具と、
を備え、前記バックアップ材は、前記折板屋根に沿った方向であり前記凸部の延設方向に
直交する幅方向の外周端部に切り欠き部を備え、前記固定具は、前記折板屋根の法線方向
から見て前記バックアップ材の切り欠き部に囲まれて配置される。
【００１１】
　本発明に係る折板屋根被覆構造の設置方法は、折板屋根の隣合う凸部の間にバックアッ
プ材を配置し、前記バックアップ材の端部に形成された嵌合部を前記折板屋根の上面に形
成されたハゼ部の下方に嵌合させる、バックアップ材配置工程と、前記バックアップ材の
上面に板状部材を載置する板状部材配置工程と、ビスを板状部材に貫通させて前記折板屋
根に固定するビス締結工程と、を備える。
【００１２】
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　本発明に係るバックアップ材は、折板をハゼ締めして連結し前記折板の断面において凸
部が複数並ぶように形成される折板屋根の、隣合う前記凸部の間に配置され、上面に板状
部材が載置されるバックアップ材であって、前記折板屋根に沿った方向であり前記凸部の
延設方向に直交する幅方向の外周端部に切り欠き部を備える。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、板状部材の折板屋根側の面を広い範囲で支持できるため、折板屋根被
覆構造に荷重が掛かっても損傷及び破損を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態１に係る折板屋根被覆構造を折板屋根の法線方向から見た図である。
【図２】実施の形態１に係る折板屋根被覆構造の断面図である。
【図３】図２の固定具周辺の拡大図である。
【図４】図３の固定具の単品側面図である。
【図５】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図６】実施の形態１に係る折板屋根被覆構造のバックアップ材のハゼ部との嵌合部周辺
の拡大図である。
【図７】実施の形態２に係る折板屋根被覆構造の折板屋根のハゼ部周辺の拡大図である。
【図８】実施の形態３に係る折板屋根被覆構造のバックアップ材のハゼ部との嵌合部周辺
の拡大図である。
【図９】実施の形態４に係る折板屋根被覆構造の固定具周辺の拡大図である。
【図１０】実施の形態５に係る折板屋根被覆構造を折板屋根の法線方向から見た図である
。
【図１１】実施の形態５に係る折板屋根被覆構造の固定具周辺の拡大図である。
【図１２】実施の形態５に係る折板屋根被覆構造のバックアップ材のハゼ部との嵌合部周
辺の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　実施の形態１．
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。各図において、同一の符
号を付した機器等については、同一の又はこれに相当する機器を表すものであって、これ
は明細書の全文において共通している。また、明細書全文に表れている構成要素の形態は
、あくまで例示であって、本発明は明細書内の記載のみに限定されるものではない。特に
構成要素の組み合わせは、各実施の形態における組み合わせのみに限定するものではなく
、他の実施の形態に記載した構成要素を別の実施の形態に適用することができる。さらに
、添字で区別等している複数の同種の機器等について、特に区別したり、特定したりする
必要がない場合には、添字を省略して記載する場合がある。また、図面では各構成部材の
大きさの関係が実際のものとは異なる場合がある。
【００１６】
　（折板屋根被覆構造１００）
　図１は、実施の形態１に係る折板屋根被覆構造１００を折板屋根１０の法線方向から見
た図である。折板屋根１０は、例えば工場や体育館等の比較的広い面積の建造物の屋根と
して用いられるものである。折板屋根被覆構造１００は、表面が凹凸形状になっている折
板屋根１０の表面を覆い表面を平坦にする構造であり、建造物内の断熱性の確保や美観の
向上等を目的として設置されるものである。
【００１７】
　図２は、実施の形態１に係る折板屋根被覆構造１００の断面図である。図２は、図１の
Ａ－Ａ部の断面を示している。折板屋根１０は、断面形状において中央部を凹んだ形状に
折り曲げられた折板１４により形成される。折板１４は、例えばめっき処理された鋼板や
、表面を樹脂などの被膜で覆った鋼板などにより構成される。複数の折板１４は、両端部
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同士をハゼ締めして連結され、図２の断面に示される様に折板屋根１０の規則的な凹凸形
状を形成している。折板１４ａは、折板屋根１０の断面水平方向の一方の端部において折
板１４ｂと連結され、他方の端部において折板１４ｃと連結されている。図２においては
、３枚の折板１４ａ～１４ｃを断面水平方向に連結した構造のみが示されているが、実際
の建造物においては、さらに多数の折板１４を断面水平方向に連結し、折板屋根１０を構
成している。折板１４同士の連結部分は、ハゼ部１１を形成している。ハゼ部１１は、折
板１４ａの一方の端部が折り曲げられ、折板１４ｂの他方の端部を巻き込むように連結し
ている。ハゼ部１１は、折板１４同士の連結強度を高めると共に雨水等の漏洩を抑える。
【００１８】
　折板屋根１０は、断面水平方向に複数の凸部１５が等間隔に並ぶ様に形成されている。
２つの凸部１５の間には、２つの凸部１５の麓同士を接続する平坦な底部１３が形成され
ている。底部１３の上面には、バックアップ材３０が載置され、バックアップ材３０は、
２つの凸部の間の空間を埋めている。バックアップ材３０の上には、下地板５２が載置さ
れている。下地板５２は、例えば、コンクリートパネル、木毛板、又は断熱材等であり、
折板屋根被覆構造１００に求められる機能により適宜変更することができる。下地板５２
は、折板屋根１０の断面水平方向において複数並べられ、折板屋根１０を全面にわたって
覆っている。
【００１９】
　下地板５２の上は、絶縁シート５１により覆われている。絶縁シート５１は、紙、布、
又はゴム等の薄いシートである。絶縁シート５１の上は、化粧板５０により覆われている
。化粧板５０は、折板屋根被覆構造１００の外観面を構成するものであり、耐候性及び強
度を確保するために、例えば表面がめっきされた薄い鋼板が用いられる。実施の形態１に
おいては、化粧板５０は、折板屋根被覆構造１００の表面を複数枚で覆っており、隣合う
化粧板５０同士の端部は重ね合わされて、隙間無く折板屋根被覆構造１００の表面を覆っ
ている。なお、下地板５２、絶縁シート５１、及び化粧板５０は、折板屋根被覆構造１０
０に求められる機能により、適宜変更できる。折板屋根被覆構造１００は、例えば、下地
板５２を省略しても良い。また、下地板５２と絶縁シート５１との間に防水シート等を更
に挟んで構成されていても良い。下地板５２、絶縁シート５１、及び化粧板５０等のバッ
クアップ材３０の上に載置されている板状の部材を総称して板状部材と呼ぶ場合がある。
【００２０】
　バックアップ材３０の上に載置されている下地板５２、絶縁シート５１、及び化粧板５
０は、これらを貫通するビス６０により折板屋根１０に固定される。実施の形態１におい
ては、折板屋根１０の上面に配置されているハゼ部１１に固定具２０が取り付けられてい
る。ビス６０は、化粧板５０、絶縁シート５１、及び下地板５２を貫通し、固定具２０の
上面部に螺合している。
【００２１】
　ビス６０の頭部は、座金６１を介して化粧板５０の表面に突出しているが、実施の形態
１においては被覆シート５３により覆われている。被覆シート５３は、化粧板５０の重ね
合わせ部５４を同時に覆っても良い。ビス６０の頭部及び化粧板５０の重ね合わせ部５４
を被覆シート５３により覆うことにより、構造的に隙間が塞がれ、折板屋根被覆構造１０
０の防水性が高くなる。また、化粧板５０の重ね合わせ部５４以外に配置されているビス
６０の頭部は、図１の平面視において丸い形状の被覆シート５３により覆われている。な
お、重ね合わせ部５４以外に配置されているビス６０の頭部を覆う被覆シート５３は、丸
い形状だけに限定されるものではなく、重ね合わせ部５４を覆う帯状の被覆シート５３を
用いても良いし、その他の形状であっても良い。
【００２２】
　（固定具２０の構造）
　図３は、図２の固定具２０周辺の拡大図である。図４は、図３の固定具２０の単品側面
図である。固定具２０は、折板屋根１０のハゼ部１１に取り付けられ、更に化粧板５０、
絶縁シート５１、及び下地板５２等の板状部材を貫通するビス６０が螺合し、折板屋根被
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覆構造１００を折板屋根１０と一体に固定するための部材である。固定具２０は、板金を
折り曲げて形成されたものであり、図３において当該固定具２０の上部に位置し板状部材
に対向している面を有する上板部２１を備える。
【００２３】
　固定具２０は、上板部２１の一方の端部及び他方の端部から下方、つまり折板屋根１０
側に向かって延設される第１の脚部２２及び第２の脚部２３を備える。第１の脚部２２は
、下端で第２の脚部２３側へ向かって屈曲しており、折板屋根１０の凸部１５の上面１６
に沿うように第１の当接部２５が形成されている。第１の当接部２５は、先端、つまり第
２の脚部２３側の端部で上方に折り曲げられ、折板屋根１０のハゼ部１１の首下部１２に
当接し係合する係合部２６が形成されている。
【００２４】
　実施の形態１において、第１の脚部２２、第１の当接部２５、及び係合部２６は、板金
を直角に屈曲して形成されているが、その屈曲された角度は任意に設定することができる
。
【００２５】
　第２の脚部２３は、上板部２１から下方に延設されている。実施の形態１においては、
第２の脚部２３は、外側に向かって傾斜している。つまり、第２の脚部２３は、上板部２
１から折板屋根１０側へ向かうに従い第１の脚部２２から離れる方向に傾斜している。第
２の脚部２３は、先端で外側に屈曲し、折板屋根１０の凸部１５の上面１６に沿うように
第２の当接部２４が形成されている。
【００２６】
　固定具２０は、第１の当接部２５及び第２の当接部２４が折板屋根１０の上面１６に沿
うように構成されているため、固定具２０を上面１６に載置した際に安定するため、折板
屋根被覆構造１００の施工時に作業性が向上する。
【００２７】
　第１の脚部２２の第１の当接部２５の先端と第２の脚部２３との距離は、ハゼ部１１の
幅方向寸法よりも大きく形成されている。このように構成されることにより、固定具２０
は、ハゼ部１１を第１の当接部２５の先端、つまり係合部２６と第２の脚部２３との間に
配置させることができる。固定具２０を折板屋根１０の上面１６に配置する際に、固定具
２０によりハゼ部１１を損傷させるのを抑制でき、かつ作業時に固定具２０に力を加えて
ハゼ部１１に嵌め込む必要がないため、作業がし易い。
【００２８】
　第２の脚部２３は、ボルト７０が挿通され螺合するネジ穴２７を備える。ネジ穴２７に
は、雌ネジが形成されている。ネジ穴２７に通されたボルト７０は、先端７１がハゼ部１
１（凸部１５の上面１６から突出している部分の先端の幅が膨らんでいる部分）の下側に
入り込み、首下部１２と当接している。首下部１２は、固定具２０の第２の脚部２３に形
成された係合部２６とボルト７０の先端７１とにより挟みこまれている。ボルト７０は、
所定のトルクにより締め込まれている。そのため、固定具２０は、ハゼ部１１に係合し、
凸部１５の上面１６に固定され、容易に外れることがない。
【００２９】
　実施の形態１において、ネジ穴２７は、第２の脚部２３に垂直に開けられている。これ
は、固定具２０が板金を折り曲げて形成されているため、ネジ穴２７の加工が容易になる
ためである。ただ、ボルト７０の先端を折板屋根１０のどの位置に当接させるかにより、
ネジ穴２７の角度は適宜変更しても良い。例えば、折板屋根１０は、各建造物により異な
った寸法で形成されるため、ハゼ部１１の上面からの高さ、形状、及び首下の長さ等が変
わる場合がある。固定具２０は、折板屋根１０の仕様に合わせてネジ穴２７の位置及び角
度を変更すれば良い。また、ネジ穴２７の角度を変更するために、第２の脚部２３の延び
る方向を変更しても良い。
【００３０】
　図３に示される様に、ボルト７０は、先端７１がハゼ部１１の直下の首下部１２に当接
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しており、頭部７２が先端７１よりも折板屋根１０の上面１６から離れて位置している。
つまり、ボルト７０は、ハゼ部１１に向かって斜め上から差し込まれている。ボルト７０
の頭部７２は、上面１６から離れているため、ボルト７０を締め込む際に工具と折板屋根
１０の上面１６とが接触し難い。これにより、固定具２０をハゼ部１１に取り付ける際の
締め込み作業性が向上する。
【００３１】
　ハゼ部１１に取り付けられた固定具２０は、上板部２１にビス６０が貫通し螺合するこ
とにより、上方にある化粧板５０、絶縁シート５１、及び下地板５２等の板状部材が締結
固定される。固定具２０は、ボルト７０と係合部２６とにより首下部１２を挟みこみ、か
つハゼ部１１の膨らんだ部分に引っ掛かり、折板屋根１０の上面に固定されている。その
ため、固定具２０の上方にある板状部材も折板屋根１０から脱落しないように構成されて
いる。実施の形態１においては、ビス６０は、先端６３側にドリルが形成され、頭部６２
側にねじ部が形成されているドリルねじである。これにより、固定具２０が比較的硬く、
強度の高い材質により構成されていても、ビス６０は、上板部２１に貫通する孔をあけ、
その孔にねじ部を螺合させることができる。なお、図１において、ビス６０の頭部６２は
、固定具２０のほぼ中央に位置しているが、これに限定されるものではない。ビス６０は
、ハゼ部１１の位置及び固定具２０の位置等を考慮して適宜変更することができる。
【００３２】
　ビス６０は、固定具２０の上板部２１に孔を開けて固定されるため、折板屋根１０に傷
をつけることなく板状部材を固定することができる。ビス６０は、折板屋根１０に孔を開
けて螺合することもできる。ビス６０が折板屋根１０に孔を開けてしまうと、ビス６０の
締結作業時に、折板屋根１０から建造物内に異物が落下する。そのため、例えば工場の折
板屋根１０に折板屋根被覆構造１００を設置する際に、工場の稼働を停止しなければなら
ない。また、折板屋根１０に直接孔を開けてしまうと、水漏れの原因となり得る。しかし
、実施の形態１に係る折板屋根被覆構造１００は、固定具２０を介して板状部材をビス６
０により固定するため、折板屋根１０を傷つけることなく設置できるという利点がある。
【００３３】
　（バックアップ材３０）
　バックアップ材３０は、折板屋根１０の凸部１５の間に配置される部材であり、例えば
発泡ポリスチレン製の成形品である。バックアップ材３０は、折板屋根１０の上に、複数
配置され、板状部材が載置される面を形成する。図１に示される様に、バックアップ材３
０は、折板屋根１０の法線方向から見て略長方形であり、長手方向が折板屋根１０の凸部
１５の間の凹みに沿って配置される。バックアップ材３０の斜面部３４は、折板屋根１０
の凸部１５の斜面に沿って所定の隙間を持って配置されている。折板屋根１０の法線方向
から見てバックアップ材３０の長辺には、切り欠き部３２、３３が配置されており、隣合
ったバックアップ材３０の切り欠き部３２、３３により形成されるスペースに固定具２０
が配置される。言い換えると、バックアップ材３０は、折板屋根１０に沿った方向であり
、折板屋根１０の凸部１５の延設方向に直交する幅方向の端部に切り欠き部３２、３３を
備える。切り欠き部３２は、バックアップ材３０の長手方向の両端に形成されている。こ
のように構成されることにより、折板屋根１０の端部にバックアップ材３０の端部を合わ
せて配置しても、折板屋根１０の端部に固定具２０を設置することができる。折板屋根１
０の端部に設置された固定具２０には、折板屋根１０の端部を構成する部品を取り付ける
ことができるため、構造上都合が良い。
【００３４】
　また、バックアップ材３０の長手方向両端に形成された切り欠き部３２の間にも切り欠
き部３３が形成されている。実施の形態１においては、長手方向両端の切り欠き部３２の
間に形成される切り欠き部３３は、１箇所であるが、板状部材を固定する強度を考慮して
、数量は適宜変更することができる。又は切り欠き部３３は、設置されていなくとも良い
。
【００３５】
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　図５は、図１のＢ－Ｂ断面図である。図５に示される様に、バックアップ材３０は、Ｂ
－Ｂ断面において、略台形であり、短辺側を折板屋根１０の底部１３に当接させて配置さ
れている。バックアップ材３０の当接部３５は、台形の短辺側に部分的に設けられていて
も良い。つまり、バックアップ材３０の折板屋根１０側を向いた面は、肉抜き部３８を有
していても良い。肉抜き部３８と折板屋根１０の底部１３との間は、空隙があり、折板屋
根被覆構造１００の下地板５２と折板屋根１０との間に浸入した水や、結露により発生し
た水を、軒先まで流せるようになっている。なお、折板屋根１０の底部１３は、水が一方
向に流れる様に勾配が付されている。
【００３６】
　図６は、実施の形態１に係る折板屋根被覆構造１００のバックアップ材３０のハゼ部１
１との嵌合部３１周辺の拡大図である。バックアップ材３０は、Ｂ－Ｂ断面における水平
方向の端面３６に嵌合部３７が形成されており、ハゼ部１１の下側に嵌りこむように形成
されている。バックアップ材３０は、幅方向の両端部、つまり図１における左右方向の両
端部において、嵌合部３７が設けられているため、嵌合部３７がハゼ部１１の下側に嵌る
ことにより、折板屋根１０の２つの凸部１５の間から容易に抜けることがない。よって、
折板屋根被覆構造１００の設置時に、バックアップ材３０を折板屋根１０の上に並べた際
に仮固定できる。そのため、設置環境の風などにより、バックアップ材３０が外れるのを
抑制することができ、作業性が向上する。
【００３７】
　嵌合部３７の上方に位置する端面３６は、ハゼ部１１の形状に沿って面が嵌合部３７の
先端よりもバックアップ材３０の中央側に位置している。バックアップ材３０の一方の端
部の嵌合部３７の先端から他方の端部の嵌合部３７の先端までの寸法Ｗは、折板屋根１０
の隣合って位置するハゼ部１１間の寸法Ｖよりも大きく形成されている。そのため、バッ
クアップ材３０は、折板屋根１０の凸部１５の間に配置する際に嵌合部３７を変形させな
がら押し込む必要がある。バックアップ材３０は、比較的軽量で弾性変形し易い材料で構
成されているため、作業者が力を加えることにより容易に押し込むことができる。加えて
、嵌合部３７の折板屋根１０側の角部３９の稜線が、円弧状に丸められており、嵌合部３
７の角部３９がハゼ部１１に沿って滑りながら嵌合部３７が弾性変形するため、嵌合部３
７が破損することなく、嵌合部３７をハゼ部１１の下側に嵌めることができる。なお、嵌
合部３７の折板屋根１０側の角部３９は、円弧状だけでなく、斜面（面取り形状）、又は
楕円弧状であっても良い。
【００３８】
　バックアップ材３０の上面３１は、板状部材が載置される面である。図３に示される様
に、実施の形態１において、バックアップ材３０の上面３１は、固定具２０の上面よりも
上側に突出して配置される。実施の形態１においては、バックアップ材３０の上面３１は
固定具２０の上面より３ｍｍ程度上に位置している。ただし、バックアップ材３０の上面
３１と固定具２０の上面との位置関係はこれだけに限定されるものではなく、バックアッ
プ材３０の上面が固定具２０の上面より０ｍｍ～５ｍｍ上に位置していても良い。バック
アップ材３０の上に載置される板状部材は、固定具２０にビス６０を螺合させて締結固定
されるため、固定具２０よりも上にあるバックアップ材３０の上面３１に押し付けられる
。よって、板状部材だけでなく、バックアップ材３０も折板屋根１０に押し付けられるた
め、折板屋根被覆構造１００を構成する各部材は、ガタつき無く折板屋根１０に固定され
る。
【００３９】
　（折板屋根被覆構造１００の設置方法）
　折板屋根被覆構造１００は、既設の折板屋根１０及び新設の折板屋根１０に設置するこ
とができる。まず、折板屋根１０の凸部１５の間にバックアップ材３０を配置する。バッ
クアップ材３０は、折板屋根１０のハゼ部１１に嵌合部３７を嵌め込んで配置される。こ
の工程をバックアップ材配置工程と呼ぶ。
【００４０】
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　バックアップ材３０が配置されたら、切り欠き部３２、３３により囲まれるスペースに
固定具２０を取り付ける。固定具２０は、ボルト７０を緩めた状態にして第１の脚部２２
と第２の脚部２３とがハゼ部１１を挟むように配置する。固定具２０を配置する際には、
ボルト７０の先端７１と第１の脚部２２の係合部２６との間は、ハゼ部１１の幅よりも大
きい状態にする。第１の脚部２２の第１の当接部２５と第２の脚部２３の第２の当接部２
４とが、折板屋根１０の上面１６に当接した状態で、ボルト７０を工具により締め込む。
この工程を、固定具取付工程と呼ぶ。
【００４１】
　バックアップ材配置工程と固定具取付工程とは、順序を入れ替えても良い。ただし、バ
ックアップ材配置工程を先に行うと、バックアップ材３０に設けられた切り欠き部３２、
３３により、固定具２０を配置すべき位置が明確になるため、固定具２０を配置する位置
を計測する必要がないため、作業性が向上する。固定具取付工程を先に実施した場合は、
固定具２０の周りに障害物が無い状態で取付作業が出来るため、固定具２０の取付作業性
が向上する。
【００４２】
　バックアップ材配置工程と固定具取付工程とが完了した後は、バックアップ材３０の上
面に下地板５２を載置する。その後、下地板５２の上に絶縁シート５１を配置し、絶縁シ
ート５１の上に化粧板５０を配置する。この工程を板状部材配置工程と呼ぶ。実施の形態
１においては、板状部材は、化粧板５０、絶縁シート５１、及び下地板５２により構成さ
れているが、必要に応じその他の部材を入れても良いし、一部の部材を省略しても良い。
【００４３】
　板状部材配置工程が完了した後は、板状部材を貫通させて固定具２０にビス６０を打ち
込む。ビス６０は、基本的に１つの固定具２０に対し１つ打ちこみ板状部材を締結固定す
る。ビス６０と板状部材の最上層（実施の形態１においては化粧板５０）との間にはワッ
シャが挟み込まれている。この工程をビス締結工程と呼ぶ。
【００４４】
　ビス締結工程が完了した後は、ビス６０の頭部及び化粧板５０の重ね合わせ部５４の上
から被覆シート５３を貼り付け固定する。被覆シート５３は、例えば熱により化粧板５０
の表面に溶着されるシート状の部材である。このとき、被覆シート５３と化粧板５０との
間に他のシートを挟み込んでも良い。被覆シート５３は、板状部材の表面、つまり化粧板
５０の表面に貼り付け固定される。
【００４５】
　なお、折板屋根被覆構造１００は、変形例として固定具２０を用いずに、ビス６０を折
板屋根１０の上面１６に直接螺合させることもできる。この変形例の場合、上記の折板屋
根被覆構造１００の設置方法から固定具取付工程を省略し、ビス締結工程は、ビス６０が
板状部材を貫通して、折板屋根１０の上面１６に直接打ち込まれることになる。このとき
ビス６０は、バックアップ材３０を貫通しても良い。
【００４６】
　（実施の形態１の効果）
　実施の形態１に係る折板屋根被覆構造１００によれば、板状部材と折板屋根１０との間
にバックアップ材３０が配置されている。折板屋根被覆構造１００の表面は、設置作業時
には作業者が移動したり資材が載置されたりするため、荷重が掛かる。また、積雪量の多
い地域の建造物においては、折板屋根被覆構造１００の上に多量の雪が載る。このような
場合であっても、折板屋根被覆構造１００は、表面に掛かった荷重をバックアップ材３０
により受け、バックアップ材３０に掛かった荷重は折板屋根１０により支持される。従っ
て、折板屋根１０の上にある板状部材は、広い面積で支持されるため掛かった荷重が分散
され、掛かった荷重による損傷を抑制することができる。
【００４７】
　折板屋根被覆構造１００は、板状部材が固定具２０を介して折板屋根１０に固定される
ため、折板屋根１０が損傷することなく、折板屋根被覆構造１００を設置することによる
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水の漏洩を防止することができる。さらに、折板屋根被覆構造１００の設置時に、建造物
内部に異物を落下させることも無いため、既成の折板屋根１０に設置するのが容易である
。
【００４８】
　折板屋根被覆構造１００の固定具２０は、ボルト７０を締め込むことにより固定され、
取付時にはボルト７０と第１の脚部２２との間をハゼ部１１の幅よりも広くすることによ
り、容易にハゼ部１１に取り付けることができる。また、ボルト７０は、固定具２０に対
し斜め上方から挿入し、締結することができるため、ボルト７０の頭部７２への工具のア
クセスが容易であり、作業が容易である。
【００４９】
　実施の形態２．
　実施の形態２に係る折板屋根被覆構造２００は、実施の形態１に係る折板屋根被覆構造
１００に対し、設置される折板屋根１０の断面形状が変更されたと共に、固定具２０の形
状を変更したものである。実施の形態２に係る折板屋根被覆構造２００においては、実施
の形態１に対する変更点を中心に説明する。実施の形態２に係る折板屋根被覆構造２００
の各部については、各図面において同一の機能を有するものは実施の形態１の説明で使用
した図面と同一の符号を付して表示するものとする。
【００５０】
　図７は、実施の形態２に係る折板屋根被覆構造２００の折板屋根２１０のハゼ部１１周
辺の拡大図である。折板屋根２１０は、凸部２１５の上面２１６が折板屋根２１０の断面
形状において水平ではなく、凸部２１５の外側に向かって下方に傾斜している。折板屋根
被覆構造２００の固定具２２０は、第１の脚部２２２が下端において第２の脚部２２３側
へ屈曲し、折板屋根２１０の上面２１６に沿って上板部２２１側に傾斜して延び、第１の
当接部２２５を形成している。さらに、第１の当接部２２５の先端は、上板部２２１側に
折り曲げられ、折板屋根２１０のハゼ部１１の首下部２１２に嵌り係合する係合部２２６
が形成されている。
【００５１】
　第２の脚部２２３は、上板部２２１から下方に延設されている。実施の形態１において
は、第２の脚部２３は、外側に向かって傾斜しているが、実施の形態２においては第２の
脚部２２３は、上板部２２１から直角に下方に延びている。第２の脚部２２３は、先端で
外側に屈曲し、折板屋根２１０の凸部２１５の上面２１６に沿うように第２の当接部２２
４が形成されている。
【００５２】
　当接部２２４、２２５は、折板屋根２１０の上面２１６に合わせて適宜角度を変更する
ことができる。当接部２２４、２２５を折板屋根２１０の上面２１６に合わせることによ
り、固定具２２０は、設置時に安定するため、ボルト７０の締結の作業性が向上する。ま
た、固定具２２０は、当接部２２４、２２５が折板屋根２１０の上面２１６に当接した状
態であるため、ボルト７０を締結した後においても動きが制限され、固定具２２０に荷重
が掛かっても動きが抑制される。そのため、折板屋根被覆構造２００が設置された後にお
いてもボルト７０が緩むのが抑制される。
【００５３】
　実施の形態２においては、第２の脚部２２３の第２の当接部２２４が折板屋根２１０側
に傾斜しており、ボルト７０の頭部７２と第２の当接部２２４とが離れている。そのため
、ボルト７０は、首下部２１２に対して先端７１を垂直に当接させることができる。これ
は、ボルト７０を締結させる際にボルト７０の頭部７２と第２の当接部２２４との間に隙
間があるため、ボルト７０を締結する工具が第２の当接部２２４に当たることがないから
である。ただし、実施の形態２において、固定具２２０の第２の脚部２２３は、上板部２
２１から直角に曲げられ下方に延びているが、実施の形態１と同様に傾斜して設けられて
いても良い。
【００５４】
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　（実施の形態２の効果）
　実施の形態２に係る折板屋根被覆構造２００及び固定具２２０によれば、折板屋根２１
０の凸部２１５の上面２１６が傾斜していても、安定して固定具２２０を配置することが
でき、実施の形態１と同様の効果を得ることが出来る。
【００５５】
　実施の形態３．
　実施の形態３に係る折板屋根被覆構造３００は、実施の形態１に係る折板屋根被覆構造
１００に対し、バックアップ材３０の嵌合部３７の形状を変更したものである。実施の形
態３に係る折板屋根被覆構造３００においては、実施の形態１に対する変更点を中心に説
明する。実施の形態３に係る折板屋根被覆構造３００の各部については、各図面において
同一の機能を有するものは実施の形態１の説明で使用した図面と同一の符号を付して表示
するものとする。
【００５６】
　図８は、実施の形態３に係る折板屋根被覆構造３００のバックアップ材３３０のハゼ部
１１との嵌合部３１周辺の拡大図である。図８は、図１のＢ－Ｂ断面に相当する。実施の
形態３に係る折板屋根１０は、実施の形態１と同じ形状であるが、バックアップ材３３０
の断面水平方向両端部の形状が異なっている。バックアップ材３３０は、Ｂ－Ｂ断面にお
ける水平方向の端面３３６に嵌合部３３７が形成されており、ハゼ部１１の下側に嵌りこ
むように形成されている。バックアップ材３３０は、幅方向の両端部、つまり図８におけ
る左右方向の両端部において、嵌合部３３７が設けられており、嵌合部３３７がハゼ部１
１の下側に嵌ることにより、折板屋根１０の２つの凸部１５の間から容易に抜けることが
ない。よって、折板屋根被覆構造３００の設置時に、バックアップ材３３０を折板屋根１
０の上に並べた際に仮固定できる。そのため、設置環境の風などにより、バックアップ材
３３０が外れるのを抑制することができ、作業性が向上する。
【００５７】
　加えて、嵌合部３３７の折板屋根１０側の角部３３９の稜線が、円弧状に丸められてお
り、嵌合部３３７の角部３３９がハゼ部１１に沿って滑りながら嵌合部３３７が弾性変形
するため、嵌合部３３７が破損することなく、嵌合部３３７をハゼ部１１の下側に嵌める
ことができる。なお、嵌合部３３７の折板屋根１０側の角部３３９は、円弧状だけでなく
、斜面（面取り形状）、又は楕円弧状であっても良い。
【００５８】
　（実施の形態３の効果）
　実施の形態３に係る折板屋根被覆構造３００によれば、嵌合部３３７の上方に位置する
端面３３６は、ハゼ部１１の形状に沿って形成されており、端面３３６の上部がハゼ部１
１の上方にせり出している。つまり、端面３３６は、ハゼ部１１の外形に沿った形状に形
成されており、ハゼ部１１の上方まで周り込む突出部３３６ａを有する。従って、図８に
示される様に、ハゼ部１１の上方に生じる隣合ったバックアップ材３３０同士の隙間が小
さくなり、ハゼ部１１の上方の板状部材に荷重が掛かった際もバックアップ材３３０で支
持される。そのため、折板屋根被覆構造３００は、隣合うバックアップ材３３０同士の隙
間においても強度が高い。また、折板屋根１０のハゼ部１１がバックアップ材３３０で覆
われるため、折板屋根１０と建造物外の環境との断熱性が高まる。従って、折板屋根被覆
構造３００は、断熱性能が更に高まるという利点がある。
【００５９】
　なお、上記の実施の形態１～３において、折板屋根１０、２１０のハゼ部１１の形状は
、図に示された形状だけでなく、断面において矩形等の他の形状をとる場合がある。ハゼ
部１１の形状が異なる形状であっても、バックアップ材３０、３３０の端部の形状は、ハ
ゼ部１１の形状に沿うように形成すれば良い。ハゼ部１１の下側に嵌合部３７、３３７を
嵌る様にし、ハゼ部１１の上方にバックアップ材３３０の突出部３３６ａが位置する様に
形成することにより、実施の形態１～実施の形態３と同様の効果を得ることが出来る。
【００６０】
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　実施の形態４．
　実施の形態４に係る折板屋根被覆構造４００は、実施の形態１に係る折板屋根被覆構造
１００に対し、バックアップ材３０の切り欠き部３２、３３の形状を変更したものである
。実施の形態４に係る折板屋根被覆構造４００においては、実施の形態１に対する変更点
を中心に説明する。実施の形態４に係る折板屋根被覆構造４００の各部については、各図
面において同一の機能を有するものは実施の形態１の説明で使用した図面と同一の符号を
付して表示するものとする。
【００６１】
　図９は、実施の形態４に係る折板屋根被覆構造４００の固定具２０周辺の拡大図である
。実施の形態４に係る折板屋根被覆構造４００のバックアップ材４３０の上面４３１は、
固定具２０の上面から離されている。そして、固定具２０の上側はバックアップ材４３０
で覆われる様に構成されている。バックアップ材４３０は、固定具２０の上方を覆う部分
を備えており、その部分をカバー部４９２、４９３と呼ぶ。カバー部４９２、４９３は、
切り欠き部４３２、４３３の上方に位置している。つまり、バックアップ材４３０に設け
られた切り欠き部４３２、４３３は、実施の形態１のようにバックアップ材４３０の上下
方向に貫通しておらず、折板屋根１０側に開口している凹み形状となっている。
【００６２】
　実施の形態４においては、バックアップ材４３０の切り欠き部４３２、４３３の固定具
２０側を向いた下面４３２ａ、４３３ａは、固定具２０の上面との間に隙間を持って配置
されている。下面４３２ａ、４３３ａと固定具２０の上面との間の隙間は、例えば０～５
ｍｍの間で設定される。
【００６３】
　（実施の形態４の効果）
　実施の形態４に係る折板屋根被覆構造４００によれば、固定具２０の上方もバックアッ
プ材４３０で覆われるため、折板屋根１０と建造物外の環境との断熱性が高まる。さらに
、切り欠き部４３２、４３３以外のバックアップ材４３０の端面４３６については、実施
の形態３に示したような折板屋根１０のハゼ部１１をバックアップ材４３０で覆う形状を
採用することにより、折板屋根被覆構造４００は、さらに断熱性が高まる。
【００６４】
　実施の形態５．
　実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５００は、実施の形態５に係る折板屋根被覆構造
４００に対し、固定具２０の上方を覆うバックアップ材４３０のカバー部４９２、４９３
を別部材としたものである。実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５００においては、実
施の形態４に対する変更点を中心に説明する。実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５０
０の各部については、各図面において同一の機能を有するものは実施の形態１～４の説明
で使用した図面と同一の符号を付して表示するものとする。
【００６５】
　図１０は、実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５００を折板屋根１０の法線方向から
見た図である。図１１は、実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５００の固定具２０周辺
の拡大図である。図１０は、折板屋根被覆構造５００から板状部材を省略して表示してお
り、主にバックアップ材５３０とカバー部材５９０の配置を模式的に説明する図である。
図１１は、図１のＡ－Ａ断面に相当する部分の断面の固定具２０周辺の拡大図である。カ
バー部材５９０は、複数のバックアップ材５３０に形成された切り欠き部５３２、５３３
に嵌り、固定具２０を上方から覆う部材である。切り欠き部５３２、５３３は、図１の切
り欠き部３２、３３に相当する。カバー部材５９０は、バックアップ材５３０の切り欠き
部５３２又は切り欠き部５３３に形成された凹部５９５に嵌る突起５９４を備える。突起
５９４は、カバー部材５９０の側面から突出して形成されている。凹部５９５は、切り欠
き部５３２及び切り欠き部５３３の側面に形成されている。突起５９４は、先端側が丸み
を帯びており、カバー部材５９０を切り欠き部５３２、５３３に嵌め込む際の抵抗が低減
する。
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【００６６】
　図１１に示される状態においては、カバー部材５９０の下面５９０ａと固定具２０の上
面との間は０～５ｍｍ程度の隙間になっている。また、実際にビス６０が締結された場合
は、化粧板５０及び絶縁シート５１等の板状部材及びカバー部材５９０は、固定具２０に
押し付けられる。カバー部材５９０の下面５９０ａと固定具２０の上面との間の隙間は、
各部材の寸法誤差及び取付誤差を考慮して適宜設定することができる。
【００６７】
　図１２は、実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５００のバックアップ材５３０のハゼ
部１１との嵌合部３１周辺の拡大図である。図１２は、図１のＢ－Ｂ断面に相当する部分
の断面のハゼ１１周辺の拡大図である。バックアップ材５３０の切り欠き部５３２、５３
３が形成されていない部分の端面５３６ａは、隣合うバックアップ材５３０の対向する端
面５３６ｂに向かい合っている。端面５３６ａは、折板屋根１０のハゼ部１１を上側から
覆う上側凸部５４２の先端部の端面である。端面５３６ａと対向する端面５３６ｂの下方
には、折板屋根１０のハゼ部１１に向かって下側凸部５４１が形成されている。下側凸部
５４１と上側凸部５４２は、折板屋根１０の法線方向において重なり合っている。
【００６８】
　上側凸部５４２は、バックアップ材５３０の幅方向の一方の端部から突出して形成され
ており、下側凸部５４１は、他方の端部から突出して形成されている。そして、バックア
ップ材５３０を折板屋根１０上に複数並べた時に、１つのバックアップ材５３０の一方の
端部に形成された上側凸部５４２は、隣合うバックアップ材５３０の他方の端部に形成さ
れた下側凸部５４１と重なる様な寸法関係になっている。下側凸部５４１と上側凸部５４
２とが重なり合う幅は、適宜変更することができる。つまり、端面５３６ａと端面５３６
ｂとの間に形成される間隙の位置は、図１２に示される位置よりもハゼ部１１に近い位置
であってもよい。
【００６９】
　また、バックアップ材５３０の一方の端部の上側凸部５４２の下方には嵌合部５３７が
形成されており、ハゼ部１１の首下部１２に嵌り、バックアップ材５３０は、ハゼ部１１
に嵌合するようになっている。また、角部５３９は円弧状に形成されているが、バックア
ップ材５３０は、一方の端部のみに嵌合部５３７が形成されており、嵌合部５３７を変形
させることなく折板屋根１０に設置することも可能である。従って、角部５３９は、直角
に形成されていてもよい。
【００７０】
　下側凸部５４１の先端部には、上方に向かって延びる突起５４３が形成されている。突
起５４３と端面５３６ｂとの間には溝５４６が形成されている。折板屋根被覆構造５００
は、上側凸部の端面５３６ａと下側凸部の端面５３６ｂとの間に形成される間隙から、水
が浸入する場合がある。その場合、上側凸部の端面５３６ａと下側凸部の端面５３６ｂと
の間に形成される間隙を通った水は、内部のハゼ部１１が配置されている部分に直接流れ
込むのではなく、溝５４６に溜まる。突起５４３は、溝５４６に流れ込んだ水が直接ハゼ
部１１に達するのを抑制している。折板屋根１０は水勾配が付されているため、溝５４６
に流れ込んだ水は、溝５４６に沿って水勾配が付されている方向に流れる。溝５４６は、
切り欠き部５３２、５３３とつながっており、そこから折板屋根１０の上面１６を経て折
板屋根１０の底部１３へ流れ落ちる。
【００７１】
　上側凸部５４２の先端部には、下方に向かって延びる突起５４４が形成されている。突
起５４４は、下側凸部５４１の上面と所定の隙間を持って配置されており、上側凸部の端
面５３６ａと下側凸部５４１の端面５３６ｂとの間に形成される間隙から浸入する水を溝
５４６に流すことができる。また、上側凸部５４２に対し上面５３１側から荷重が掛かっ
た場合に、上側凸部５４２は、下側凸部５４１側に撓む。その時、突起５４４は、下側凸
部５４１の上面に当接する。従って、上側凸部５４２に掛かった荷重は、突起５４４が下
側凸部５４１に当接することにより支持される。下側凸部５４１に掛かった荷重は、折板
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屋根１０の上面１６に支持される。なお、上記で説明したバックアップ材５３０において
、突起５４３と突起５４４とを設けない構成にしても良い。この場合、バックアップ材５
３０は、上側凸部５４２と下側凸部５４１との隙間を適宜調整することにより、上側凸部
５４２に荷重に掛かって撓んだ際に下側凸部５４１と当接する様に構成される。
【００７２】
　（実施の形態５の効果）
　実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５００によれば、バックアップ材５３０の上側凸
部によりハゼ部１１の上方が覆われるため、外部からの熱がハゼ部に伝わり、折板屋根か
ら建物内部の空間に伝わるのを抑制することができる。また、建物内部の熱が折板屋根か
ら外部に伝わり、建物内部の熱を外部に漏出するのを抑制することができる。なお、外部
とは、建物の外部を意味する。
【００７３】
　折板屋根１０は、温かい外気や日照による熱を受けたり、積雪による冷熱を受けて、建
物内部の温度環境に影響を与える。実施の形態５に係る折板屋根被覆構造５００は、例え
ば図８に示されている折板屋根被覆構造３００と比較して、ハゼ部１１の上方が閉じられ
ている。よって、折板屋根被覆構造５００は、バックアップ材５３０の上方に下地板５２
として断熱材が設置されていなくても、外部の熱がハゼ部１１に伝わりにくいため建物内
部の断熱効果を高く維持することができる。なお、折板屋根被覆構造５００に下地板５２
として断熱材を設置してもよい。
【００７４】
　特に、折板屋根１０においては、各部の寸法誤差により、バックアップ材３０、３３０
、４３０、５３０の配置に誤差が生じるため、隣り合うバックアップ材３０、３３０、４
３０、５３０同士の隙間もばらつきが生じる。そのため、折板屋根被覆構造１００、２０
０、３００、４００においては、バックアップ材３０、３３０、４３０の隙間から熱が出
入りし、建物内部の温度環境に影響を与える場合がある。しかし、実施の形態５に係る折
板屋根被覆構造５００においては、上側凸部５４２がハゼ部１１の上方を覆っているため
、外部の熱がハゼ部１１に伝達しにくい。また、上側凸部５４２及び下側凸部５４１によ
り隣り合うバックアップ材５３０同士の隙間がカギ型に形成されており、外部からハゼ部
１１までの熱の伝達経路が長くなっているため、外部とハゼ部１１との間の熱の伝達がさ
れにくいという利点がある。
【００７５】
　また、折板屋根被覆構造５００は、上側凸部５４２の端面５３６ａと下側凸部５４１の
端面５３６ｂとの間に形成される間隙から、水が浸入する場合があるが、溝５４６により
浸入した水を凸部延設方向に流し、ハゼ部１１に直接水が当たるのを抑制している。これ
により、ハゼ部１１は、浸入する水により腐食するのを抑制することができる。
【符号の説明】
【００７６】
　１０　折板屋根、１１　ハゼ部、１２　首下部、１３　底部、１４　折板、１４ａ　折
板、１４ｂ　折板、１４ｃ　折板、１５　凸部、１６　上面、２０　固定具、２１　上板
部、２２　第１の脚部、２３　第２の脚部、２４　第２の当接部、２５　第１の当接部、
２６　係合部、２７　ネジ穴、３０　バックアップ材、３１　上面、３２　切り欠き部、
３３　切り欠き部、３４　斜面部、３５　当接部、３６　端面、３７　嵌合部、３８　肉
抜き部、３９　角部、５０　化粧板、５１　絶縁シート、５２　下地板、５３　被覆シー
ト、５４　合わせ部、６０　ビス、６１　座金、６２　頭部、６３　先端、７０　ボルト
、７１　先端、７２　頭部、１００　折板屋根被覆構造、２００　折板屋根被覆構造、２
１０　折板屋根、２１２　首下部、２１５　凸部、２１６　上面、２２０　固定具、２２
１　上板部、２２２　第１の脚部、２２３　第２の脚部、２２４　（第２の）当接部、２
２５　（第１の）当接部、２２６　係合部、３００　折板屋根被覆構造、３３０　バック
アップ材、３３６　端面、３３６ａ　突出部、３３７　嵌合部、３３９　角部、４００　
折板屋根被覆構造、４３０　バックアップ材、４３１　上面、４３２　切り欠き部、４３
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２ａ　下面、４３３　切り欠き部、４３３ａ　下面、４３６　端面、４９２　カバー部、
４９３　カバー部、５００　折板屋根被覆構造、５３０　バックアップ材、５３１　上面
、５３２　切り欠き部、５３３　切り欠き部、５３６ａ　端面、５３６ｂ　端面、５３７
　嵌合部、５３９　角部、５４１　下側凸部、５４２　上側凸部、５４３　突起、５４４
　突起、５４６　溝、５９０　カバー部材、５９０ａ　下面、５９４　突起、５９５　凹
部、Ｖ　寸法、Ｗ　寸法。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月7日(2019.10.7)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、折板屋根被覆構造に関し、特に被覆構造を折板屋根に固定する固定具、その
固定具を用いた折板屋根被覆構造、及び折板屋根被覆構造の設置方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、以上のような課題を解決するものであって、折板屋根被覆構造を折板屋根の
広い範囲で支持し、折板屋根被覆構造自体の損傷及び破損を抑制する固定具、折板屋根被
覆構造、及び折板屋根被覆構造の設置方法を提供することを目的とするものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　本発明に係る固定具は、折板をハゼ締めして連結された前記折板の断面において凸部が
複数並ぶように形成される折板屋根の前記凸部の上面に形成されたハゼ部に設置される固
定具であって、前記ハゼ部の上方を覆う様に配置される板状の上板部と、前記上板部の一
方の端部から下方に延設された第１の脚部と、前記上板部の他方の端部から下方に延設さ
れた第２の脚部と、を備え、前記第１の脚部は、下端で前記第２の脚部側へ屈曲し、前記
折板屋根の前記凸部の上面に沿って延び、前記凸部の上面に当接する第１の当接部を備え
、前記第２の脚部は、前記第１の脚部に向かって貫通する雌ネジが形成されたネジ穴と、
下端で前記第１の脚部から離れる方向に屈曲し、前記折板屋根の前記凸部の上面に沿って
延び、上面に当接する第２の当接部と、を備え、前記第２の脚部と前記第１の当接部の先
端との距離は、前記ハゼ部の幅よりも大きい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る折板屋根被覆構造は、前記折板屋根を覆う、折板屋根被覆構造であって、
隣合う２つの前記凸部の間に配置されるバックアップ材と、前記バックアップ材の上に配
置される板状部材と、上記の固定具と、を備え、前記バックアップ材は、前記折板屋根に
沿った方向であり前記凸部の延設方向に直交する幅方向の外周端部に切り欠き部を備え、
前記固定具は、前記折板屋根の法線方向から見て前記バックアップ材の切り欠き部に囲ま
れて配置される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る折板屋根被覆構造の設置方法は、折板をハゼ締めして連結され前記折板の
断面において凸部が複数並ぶように形成された折板屋根の隣合う前記凸部の間にバックア
ップ材を配置し、前記バックアップ材の端部に形成された嵌合部を前記折板屋根の前記凸
部の上面に形成されたハゼ部の下部に嵌合させる、バックアップ材配置工程と、前記バッ
クアップ材の上面に板状部材を載置する板状部材配置工程と、ビスを板状部材に貫通させ
て前記折板屋根に固定するビス締結工程と、前記ハゼ部に設置される固定具であって、前
記ハゼ部の上方を覆う様に配置される板状の上板部と、前記上板部の一方の端部から下方
に延設された第１の脚部と、前記上板部の他方の端部から下方に延設された第２の脚部と
、を備え、前記第１の脚部は、下端で前記第２の脚部側へ屈曲し、前記折板屋根の前記凸
部の上面に沿って延び、前記凸部の上面に当接する第１の当接部を備え、前記第２の脚部
は、前記第１の脚部に向かって貫通する雌ネジが形成されたネジ穴と、下端で前記第１の
脚部から離れる方向に屈曲し、前記折板屋根の前記凸部の上面に沿って延び、前記凸部の
上面に当接する第２の当接部と、を備え、前記第２の脚部と前記第１の当接部の先端との
距離は、前記ハゼ部の幅よりも大きい前記固定具を、前記ハゼ部に沿った前記バックアッ
プ材の端部に形成された切り欠き部に相当する位置に配置し、前記固定具を前記ハゼ部に
固定する、固定具取付工程と、を備える。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折板をハゼ締めして連結された前記折板の断面において凸部が複数並ぶように形成され
る折板屋根の前記凸部の上面に形成されたハゼ部に設置される固定具であって、
　前記ハゼ部の上方を覆う様に配置される板状の上板部と、
　前記上板部の一方の端部から下方に延設された第１の脚部と、
　前記上板部の他方の端部から下方に延設された第２の脚部と、を備え、
　前記第１の脚部は、
　下端で前記第２の脚部側へ屈曲し、前記折板屋根の前記凸部の上面に沿って延び、前記
凸部の上面に沿って当接する第１の当接部を備え、
　前記第２の脚部は、
　前記第１の脚部に向かって貫通する雌ネジが形成されたネジ穴と、
　下端で前記第１の脚部から離れる方向に屈曲し、前記折板屋根の前記凸部の上面に沿っ
て延び、前記凸部の上面に沿って当接する第２の当接部と、を備え、
　前記第２の脚部と前記第１の当接部の先端との距離は、
　前記ハゼ部の幅よりも大きい、固定具。
【請求項２】
　前記第１の当接部の先端は、
　前記上板部の方向に所定の幅を持つ係合部を備える、請求項１に記載の固定具。
【請求項３】
　前記第２の脚部の前記ネジ穴は、
　前記第１の脚部側から外側に向かうに従い、前記上板部側に傾斜している、請求項１又
は２に記載の固定具。
【請求項４】
　前記第２の脚部は、
　前記上板部から下端に向かうに従い、外側に傾斜している、請求項１～３の何れか１項
に記載の固定具。
【請求項５】
　前記折板屋根を覆う、折板屋根被覆構造であって、
　隣合う２つの前記凸部の間に配置されるバックアップ材と、
　前記バックアップ材の上に配置される板状部材と、
　請求項１～４の何れか１項に記載の固定具と、を備え、
　前記バックアップ材は、
　前記折板屋根に沿った方向であり前記凸部の延設方向に直交する幅方向の外周端部に切
り欠き部を備え、
　前記固定具は、
　前記折板屋根の法線方向から見て前記バックアップ材の切り欠き部に囲まれて配置され
る、折板屋根被覆構造。
【請求項６】
　前記バックアップ材は、
　前記幅方向における端面が前記ハゼ部の外形に沿った形状を有し、前記ハゼ部の上方に
周り込んでいる、請求項５に記載の折板屋根被覆構造。
【請求項７】
　前記バックアップ材は、
　前記幅方向において、当該バックアップ材の端部が
　前記ハゼ部の下部に嵌る嵌合部を備え、
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前記嵌合部の先端は、
　前記折板屋根側の角部の断面形状が弧状に形成される、請求項５又は６に記載の折板屋
根被覆構造。
【請求項８】
　前記バックアップ材は、
　前記折板屋根の前記凸部の延設方向に沿って複数配置され、
　前記切り欠き部は、
　前記凸部の延設方向の前記バックアップ材の端部に配置される、請求項５に記載の折板
屋根被覆構造。
【請求項９】
　前記バックアップ材の前記切り欠き部に嵌り、前記固定具の上方を覆うカバー部材を更
に備える、請求項５又は８に記載の折板屋根被覆構造。
【請求項１０】
　前記板状部材は、
　当該板状部材を貫通するビスにより前記折板屋根に固定され、
　前記ビスは、
　前記固定具に螺合する、請求項５～９の何れか１項に記載の折板屋根被覆構造。
【請求項１１】
　前記バックアップ材の上面は、
　前記固定具よりも上方に位置する、請求項５～１０の何れか１項に記載の折板屋根被覆
構造。
【請求項１２】
　前記固定具の前記ネジ穴は、
　ボルトが螺合し、
　前記ボルトの先端は、
　前記ハゼ部と前記凸部とを繋ぐ首下部に当接する、請求項５～１１の何れか１項に記載
の折板屋根被覆構造。
【請求項１３】
　前記第１の当接部の先端は、
　前記ハゼ部と前記凸部の上面との間に位置し、前記首下部に当接する、請求項１２に記
載の折板屋根被覆構造。
【請求項１４】
　前記ボルトは、
　前記固定具に対し斜め上方から前記固定具の前記ネジ穴に挿通される、請求項１２又は
１３に記載の折板屋根被覆構造。
【請求項１５】
　前記折板屋根の前記凸部の上面は、
　前記凸部の外側に向かって下方に傾斜し、
　前記第１の当接部は、
　前記第１の脚部の下端から上方に傾斜しており、
　前記第２の当接部は、
　前記第２の脚部の下端から下方に向かって傾斜している、請求項５～１４の何れか１項
に記載の折板屋根被覆構造。
【請求項１６】
　折板をハゼ締めして連結され前記折板の断面において凸部が複数並ぶように形成された
折板屋根の隣合う前記凸部の間にバックアップ材を配置し、前記バックアップ材の端部に
形成された嵌合部を前記折板屋根の前記凸部の上面に形成されたハゼ部の下部に嵌合させ
る、バックアップ材配置工程と、
　前記バックアップ材の上面に板状部材を載置する板状部材配置工程と、
　ビスを板状部材に貫通させて前記折板屋根に固定するビス締結工程と、
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　前記ハゼ部に設置される固定具であって、前記ハゼ部の上方を覆う様に配置される板状
の上板部と、前記上板部の一方の端部から下方に延設された第１の脚部と、前記上板部の
他方の端部から下方に延設された第２の脚部と、を備え、前記第１の脚部は、下端で前記
第２の脚部側へ屈曲し、前記折板屋根の前記凸部の上面に沿って延び、前記凸部の上面に
当接する第１の当接部を備え、前記第２の脚部は、前記第１の脚部に向かって貫通する雌
ネジが形成されたネジ穴と、下端で前記第１の脚部から離れる方向に屈曲し、前記折板屋
根の前記凸部の上面に沿って延び、前記凸部の上面に当接する第２の当接部と、を備え、
前記第２の脚部と前記第１の当接部の先端との距離は、前記ハゼ部の幅よりも大きい前記
固定具を、前記ハゼ部に沿った前記バックアップ材の端部に形成された切り欠き部に相当
する位置に配置し、前記固定具を前記ハゼ部に固定する、固定具取付工程と、を備える、
折板屋根被覆構造の設置方法。
【請求項１７】
　前記ビス締結工程が完了した後に前記ビスの頭部及び前記板状部材の重ね合わせ部を被
覆シートで覆い、前記被覆シートを前記板状部材に貼り付け固定する、請求項１６に記載
の折板屋根被覆構造の設置方法。
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